
十
の
二

職
員
が
不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の
た

め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合

一
の
年
に
お
い
て
五
日
（
当
該
通
院
等
が
体

外
受
精
そ
の
他
の
任
命
権
者
が
定
め
る
不
妊

治
療
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
十
日
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都

度
必
要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

規

則

職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

教
育
委
員
会
規
則

学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
一

企
業
局
管
理
規
程

大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

病
院
局
管
理
規
程

大
分
県
病
院
事
業
会
計
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

大
分
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

告

示

大
分
県
資
源
管
理
方
針
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

知
事
管
理
漁
獲
可
能
量
の
設
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

訓

令

甲

臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

警

察

本

部

訓

令

大
分
県
警
察
の
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
訓
令
等
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇

企

業

局

訓

令

臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
三

大
分
県
企
業
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五

病

院

局

訓

令

大
分
県
病
院
局
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
六

大
分
県
病
院
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
八

〇
規

則

職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。令

和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
百
号

職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
大
分
県
規
則
第
四
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
十
四
の
項
」
を
「
十
の
二
の
項
、
十
四
の
項
」
に
、
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
十
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
の
二
十
二
の
項
中
「
前
各
号
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
教
育
委
員
会
規
則

学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

大

分

県

教

育

委

員

会

大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号

学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

目

次

令

和

三

年

（ 火 曜 日 ）

号

外

七
五

十
二
月
二
十
八
日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

㈱
佐
伯
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

大
分
県
報
号
外
（
規
則
・
教
育
委
規
則
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

一



十
一

職
員
が
不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の
た
め

勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合

一
の
年
に
お
い
て
五
日
（
当
該
通
院
等
が
体

外
受
精
そ
の
他
の
任
命
権
者
が
定
め
る
不
妊

治
療
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
十
日
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都

度
必
要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

六

不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の
た
め
勤
務
し
な

い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
の
年
度
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三

十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お

い
て
五
日
（
当
該
通
院
等
が
体
外
受
精
そ
の

他
の
教
育
人
事
課
長
が
定
め
る
不
妊
治
療
に

係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十

日
）
（
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数

が
同
一
で
な
い
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
考
慮
し
、
教

育
人
事
課
長
の
定
め
る
時
間
）
の
範
囲
内
で

そ
の
都
度
必
要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

七

六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

十
四
週
間
）
以
内
に
出
産
す
る
予
定
の
女
性
の

会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
「
女
性
職
員
」
と

い
う
。
）
が
申
し
出
た
場
合

出
産
の
日
ま
で
の
申
し
出
た
期
間

八

女
性
職
員
が
出
産
し
た
場
合

出
産
の
日
の
翌
日
か
ら
八
週
間
を
経
過
す
る

日
ま
で
の
期
間
（
産
後
六
週
間
を
経
過
し
た

女
性
職
員
が
就
業
を
申
し
出
た
場
合
に
お
い

て
、
医
師
が
支
障
が
な
い
と
認
め
た
業
務
に

就
く
期
間
を
除
く
。
）

九

配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合

配
偶
者
の
出
産
に
係
る
入
院
の
日
か
ら
出
産

日
以
後
二
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
、
二
日
（
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間

の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
会
計
年
度
任
用
職

員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
考

慮
し
、
教
育
人
事
課
長
の
定
め
る
時
間
）
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都
度
必
要
と
認
め

る
日
又
は
時
間

十

配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該

出
産
に
係
る
子
（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務

出
産
予
定
日
の
六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間
）
前
の
日
か
ら
出

（
学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
分
県

教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
の
表
の
二
十
四
の
項
中
「
前
各
号
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
二
十
五

の
項
と
し
、
同
表
中
二
十
三
の
項
を
二
十
四
の
項
と
し
、
十
一
の
項
か
ら
二
十
二
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ

繰
り
下
げ
、
十
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
十
六
の
項
、
十
八
の
項
及
び
二
十
一
の
項
か
ら
二
十
三
の
項
ま
で
」
を
「
十
一
の

項
、
十
七
の
項
、
十
九
の
項
及
び
二
十
二
の
項
か
ら
二
十
四
の
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
大
分
県
教
育
委
員
会
の
任
命
に
係
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

大
分
県
教
育
委
員
会
の
任
命
に
係
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
大

分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
五
項
第
五
号
中
「
健
康
診
断
書
」
の
下
に
「
の
写
し
」
を
加
え
、
同
項
第
六
号
中
「
資
料
」

の
下
に
「
（
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
公
募
に
よ
ら
な
い
で
選
考
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加

え
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
任
期
が
六
箇
月
未
満
」
を
「
前
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
任
期

が
六
箇
月
未
満
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

期
末
手
当
の
基
準
日
の
属
す
る
会
計
年
度
に
県
教
育
委
員
会
の
任
命
に
係
る
会
計
年
度
任
用
職
員

と
し
て
任
用
さ
れ
て
い
た
者
で
当
該
基
準
日
前
の
日
を
任
期
の
末
日
と
し
て
い
た
も
の
が
当
該
基
準

日
ま
で
引
き
続
い
て
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
任
用
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
現
在
の
任
期
の
前
に

お
い
て
在
職
し
た
期
間

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
の
下
に
「
（
別
表
第
二
の
六
の
項
、
九
の
項
及
び
十

の
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
六
箇
月
以
上
の
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
又
は

県
教
育
委
員
会
の
任
命
に
係
る
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が
六
箇
月
以
上
の
会
計
年
度
任
用
職

員
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
別
表
第
二
」
を
「
同
表
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
十
一
の
項
」
を

「
九
の
項
」
に
、
「
十
二
の
項
」
を
「
十
の
項
」
に
、
「
十
三
の
項
」
を
「
十
一
の
項
」
に
、
「
十
四
の

項
」
を
「
十
二
の
項
」
に
、
「
別
表
第
三
の
上
欄
」
を
「
同
表
の
上
欄
」
に
改
め
、
後
段
を
削
り
、
同
条

に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

別
表
第
二
の
六
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
並
び
に
別
表
第
三
の
七
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
に

掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
と
き
は
、
前
条

第
十
項
の
例
に
よ
る
。

４

別
表
第
二
の
六
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
並
び
に
別
表
第
三
の
七
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
の

休
暇
の
残
日
数
の
全
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
全
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
二
中
六
の
項
を
十
一
の
項
と
し
、
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

大
分
県
報
号
外
（
教
育
委
規
則
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

二



時
間
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
大
分

県
条
例
第
三
十
五
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
号

の
表
の
備
考
二
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の

と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
別
表

第
三
の
八
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
小
学

校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
（
配
偶
者

の
子
を
含
む
。
）
を
養
育
す
る
会
計
年
度
任
用

職
員
が
、
こ
れ
ら
の
子
の
養
育
の
た
め
勤
務
し

な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
。

産
日
以
後
八
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

に
お
い
て
、
五
日
（
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時

間
の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
会
計
年
度
任
用

職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を

考
慮
し
、
教
育
人
事
課
長
の
定
め
る
時
間
）

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都
度
必
要
と
認

め
る
日
又
は
時
間

フ
リ
ガ
ナ

〒
－

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

「

を
」

フ
リ
ガ
ナ

〒
－

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

E
-m
ail

「

に
」

「・
短
期
間
等
職
員
及
び
第
３
条
第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
再
度
任
用
さ
れ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
断
書

の
添
付
は
不
要
と
す
る
。

を
」

「・
短
期
間
等
職
員
に
つ
い
て
は
健
康
診
断
書
の
写
し
の
添
付
は
不
要
と
し
、
第
３
条
第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り

再
度
任
用
さ
れ
る
職
員
に
つ
い
て
は
健
康
診
断
書
の
写
し
及
び
報
酬
額
算
定
の
基
礎
と
な
る
資
料
の
添
付
は
不
要

と
す
る
。

に
」

「⑵
そ
の
他
の
休
暇

①
有
給
休
暇

風
水
震
火
災
等
に
よ
る
出
退
勤
困
難
、
公
民
権
行
使
、
官
公
署
出
頭
、
忌
引
休
暇
及
び

教
育
人
事
課
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合

②
無
給
休
暇

公
務
傷
病
、
病
気
休
暇
、
女
性
職
員
の
生
理
に
係
る
休
暇
、
母
性
健
康
管
理
休
暇
、

産
前
産
後
休
暇
、
育
児
時
間
、
子
の
看
護
休
暇
、
短
期
の
介
護
休
暇
、
介
護
時
間
及
び
介
護
休
暇

③
休
業
（
無
給
）

育
児
休
業
、
部
分
休
業

を
」

「⑵
そ
の
他
の
休
暇

に
」

別
表
第
三
の
二
の
項
中
「
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」

を
削
り
、
同
表
中
八
の
項
及
び
九
の
項
を
削
り
、
同
表
の
十
の
項
中
「
（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
大
分
県
条
例
第
三
十
五
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
号
の
表
の
備
考

二
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

を
削
り
、
同
項
を
同
表
の
八
の
項
と
し
、
同
表
の
十
一
の
項
中
「
子
（
」
の
下
に
「
職
員
の
休
日
休
暇
及

び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
第
十
条
第
一
項
第
二
号
の
表
の
備
考
二
及
び
」
を
加
え
、
同
項
を
同
表
の

九
の
項
と
し
、
同
表
中
十
二
の
項
を
十
の
項
と
し
、
十
三
の
項
を
十
一
の
項
と
し
、
十
四
の
項
を
十
二
の

項
と
す
る
。

第
一
号
様
式
中

改
め
る
。

第
三
号
様
式
中
「□

健
康
診
断
書

」
の
次
に
「の

写
し

」
を
加
え
、
「基

礎
資
料

」
を
「基

礎
と
な

る
資
料

」
に
、

改
め
る
。

第
五
号
様
式
中

改
め
る
。

（
大
分
県
教
育
委
員
会
の
任
命
に
係
る
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

大
分
県
教
育
委
員
会
の
任
命
に
係
る
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
大
分

県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
四
項
第
五
号
中
「
健
康
診
断
書
」
の
下
に
「
の
写
し
」
を
加
え
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
八
の
項
」
を
「
六
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
任
用

期
間
（
任
用
期
間
が
延
長
さ
れ
、
又
は
更
新
さ
れ
た
場
合
は
、
任
用
の
日
か
ら
延
長
後
又
は
更
新
後
の
任

用
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
。
次
項
並
び
に
同
表
及
び
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
六
箇
月
以
上
と

定
め
ら
れ
た
臨
時
的
任
用
職
員
又
は
県
教
育
委
員
会
の
任
命
に
係
る
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間

大
分
県
報
号
外
（
教
育
委
規
則
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

三



九

配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関

係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
が
出
産
す
る
場
合

出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
四
週
間
前
の
日

（
そ
の
日
前
に
出
産
の
た
め
入
院
し
た
と
き

は
、
入
院
し
た
日
）
か
ら
出
産
日
以
後
二
週

間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
三

日
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都
度
必
要
と

認
め
る
日
又
は
時
間

十

配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該

出
産
に
係
る
子
（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務

時
間
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
大
分

県
条
例
第
三
十
五
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
号

の
表
の
備
考
二
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の

と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
別
表

第
二
の
八
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
小
学

校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
（
配
偶
者

の
子
を
含
む
。
）
を
養
育
す
る
臨
時
的
任
用
職

員
が
、
こ
れ
ら
の
子
の
養
育
の
た
め
勤
務
し
な

い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

出
産
予
定
日
の
八
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間
）
前
の
日
か
ら
出

産
日
以
後
八
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

に
お
い
て
、
五
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ

の
都
度
必
要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

六

不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の
た
め
勤
務
し
な

い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

任
用
期
間
に
お
い
て
五
日
（
当
該
通
院
等
が

体
外
受
精
そ
の
他
の
教
育
人
事
課
長
が
定
め

る
不
妊
治
療
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
十
日
）
の
範
囲
内
で
そ
の
都
度
必

要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

フ
リ
ガ
ナ

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

「

を
」

フ
リ
ガ
ナ

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

E
-m
ail

「

に
」

「⑵
そ
の
他
の
休
暇

①
有
給
休
暇

風
水
震
火
災
等
に
よ
る
出
退
勤
困
難
、
公
民
権
行
使
、
官
公
署
出
頭
、
忌
引
休
暇
、

産
前
産
後
休
暇
、
子
の
看
護
休
暇
及
び
教
育
人
事
課
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合

②
無
給
休
暇

公
務
傷
病
、
病
気
休
暇
、
女
性
職
員
の
生
理
に
係
る
休
暇
、
母
性
健
康
管
理
休
暇
、

育
児
時
間
、
短
期
の
介
護
休
暇
及
び
介
護
時
間

③
休
業
（
無
給
）

部
分
休
業

を
」

「⑵
そ
の
他
の
休
暇

が
六
箇
月
以
上
の
臨
時
的
任
用
職
員
に
、
別
表
第
一
の
十
一
の
項
」
に
、
「
別
表
第
一
の
上
欄
」
を
「
同

表
の
上
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
（
任
用
期
間
が
延
長
さ
れ
、
又
は
更
新
さ
れ
た
場
合
は
、
任
用

の
日
か
ら
延
長
又
は
更
新
後
の
任
用
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
。
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削

り
、
「
別
表
第
二
の
上
欄
」
を
「
同
表
の
上
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
八
の
項
」
を
「
六
の
項
及

び
九
の
項
か
ら
十
一
の
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

別
表
第
一
の
六
の
項
及
び
九
の
項
か
ら
十
一
の
項
ま
で
並
び
に
別
表
第
二
の
七
の
項
及
び
十
の
項
の

休
暇
の
残
日
数
の
全
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
全
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
一
中
九
の
項
を
十
二
の
項
と
し
、
同
表
の
八
の
項
中
「
（
昭
和
二
十
六
年
大
分
県
条
例
第
三
十

五
号
）
」
を
削
り
、
同
項
を
同
表
の
十
一
の
項
と
し
、
同
表
の
七
の
項
中
「
職
員
か
ら
」
を
「
女
性
職
員

か
ら
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
八
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
一
の
六
の
項
中
「
女
性
職
員
」
を
「
女
性
の
臨
時
的
任
用
職
員
（
以
下
「
女
性
職
員
」
と
い

う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
七
の
項
と
し
、
同
表
の
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
の
八
の
項
中
「
（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
第
十
条
第
一
項
第
二

号
の
表
の
備
考
二
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
削
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
一
）
中

改
め
る
。

第
三
号
様
式
中
「⑤

健
康
診
断
書

」
の
次
に
「の

写
し

」
を
加
え
、
「は

第
４
条
第
１
項
第
１
号

」

を
「の

写
し
は
第
３
条
第
１
項
第
１
号

」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
（
そ
の
一
）
中
「第

５
号
様
式

（そ
の
１

）
」
を
「第

５
号
様
式

」
に
、

大
分
県
報
号
外
（
教
育
委
規
則
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

四



に
改
め
、

」

十
一

職
員
が
不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の
た

め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合

一
の
年
に
お
い
て
五
日
（
当
該
通
院
等
が
体
外

受
精
そ
の
他
の
総
務
課
長
が
定
め
る
不
妊
治
療

に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十

日
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都
度
必
要
と

認
め
る
日
又
は
時
間

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

第
五
号
様
式
（
そ
の
二
）
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
企
業
局
管
理
規
程

大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

大
分
県
企
業
局
長

浦

辺

裕

二

大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
十
四
号

大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
十
四
の
項
、
十
七
の
項
及
び
二
十
の
項
か
ら
二
十
二
の
項
」
を
「
十
一
の
項
、
十

五
の
項
、
十
八
の
項
及
び
二
十
一
の
項
か
ら
二
十
三
の
項
」
に
、
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
二
十
三
の
項
中
「
前
各
号
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
二
十
四
の
項
と
し
、

同
表
中
二
十
二
の
項
を
二
十
三
の
項
と
し
、
十
一
の
項
か
ら
二
十
一
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
十

の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
病
院
局
管
理
規
程

大
分
県
病
院
事
業
会
計
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

大
分
県
病
院
局
長

井

上

敏

郎

大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
二
号

大
分
県
病
院
事
業
会
計
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

大
分
県
病
院
事
業
会
計
規
程
（
平
成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
る
。

第
二
十
五
条
の
二
の
見
出
し
中
「
指
定
代
理
納
付
者
」
を
「
指
定
納
付
受
託
者
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項

中
「
、
納
入
義
務
者
が
」
を
削
り
、
「
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
「
百
五
十
七
条
の
二
」
に
、
「
者

の
う
ち
管
理
者
が
指
定
し
た
者
（
以
下
「
指
定
代
理
納
付
者
」
と
い
う
。
）
が
交
付
し
又
は
付
与
す
る
同
条

第
二
項
で
定
め
る
証
票
そ
の
他
の
物
又
は
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
を
提
示
し
又
は
通
知
し
て
、
当
該
指

定
代
理
納
付
者
に
当
該
納
入
義
務
者
の
収
入
金
を
納
付
さ
せ
る
こ
と
を
申
し
出
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
承
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
要
件
に
該
当
す
る
者
と
し
て
管
理
者
が
指
定
し
た
も
の
（
以
下
「
指
定
納
付
受

託
者
」
と
い
う
。
）
に
納
入
義
務
者
か
ら
委
託
を
受
け
た
収
入
金
を
納
付
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
、

「
を
当
該
指
定
代
理
納
付
者
」
を
「
を
当
該
指
定
納
付
受
託
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
代
理
納

付
者
」
を
「
指
定
納
付
受
託
者
」
に
、
「
同
項
の
承
認
が
あ
っ
た
時
」
を
「
当
該
委
託
を
受
け
た
日
」
に
改

め
る
。

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
見
出
し
及
び
項
番
号
を
削
る
。

第
三
十
号
様
式
の
三
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
日
に
お
い
て
現
に
改
正
前
の
大
分
県
病
院
事
業
会
計
規
程
第
二
十
五
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
て
い
る
者
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
同

規
程
第
二
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
二
十
五
条
の
二
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。大

分
県
報
号
外
（
教
育
委
規
則
・
企
業
局
管
理
規
程
・
病
院
局
管
理
規
程
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

五



十
の
二

職
員
が
不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の

た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合

一
の
年
に
お
い
て
五
日
（
当
該
通
院
等
が
体
外

受
精
そ
の
他
の
病
院
局
長
が
定
め
る
不
妊
治
療

に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十

日
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都
度
必
要
と

認
め
る
日
又
は
時
間

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

知
事
管
理
区
分

知
事
管
理
漁
獲
可
能
量

大
分
県
ま
あ
じ
中
型
・
小
型
ま
き
網
漁
業
区
分

二
、
〇
八
〇
ト
ン

大
分
県
そ
の
他
の
ま
あ
じ
漁
業
区
分

現
行
水
準

知
事
管
理
区
分

知
事
管
理
漁
獲
可
能
量

大
分
県
ま
い
わ
し
漁
業
区
分

現
行
水
準

大
分
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

大
分
県
病
院
局
長

井

上

敏

郎

大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
三
号

大
分
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

大
分
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
（
平
成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
十
四
の
項
」
を
「
十
の
二
の
項
、
十
四
の
項
」
に
、
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に

改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
十
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
の
二
十
二
の
項
中
「
前
各
号
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
告

示

大
分
県
告
示
第
七
百
四
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
四
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
分
県
資
源
管

理
方
針
（
令
和
二
年
大
分
県
告
示
第
六
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
の
で
、
同
条
第
十

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

（
別
紙
一
―
一
）
第
二
１
⑵
②
中
「
三
日
以
内
」
の
下
に
「
（
行
政
機
関
の
休
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

六
十
三
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
行
政
機
関
の
休
日
は
算
入
し
な
い
。
）
」
を
加

え
る
。

（
別
紙
一
―
三
）
第
二
⑵
②
中
「
三
日
以
内
」
の
下
に
「
（
行
政
機
関
の
休
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六

十
三
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
行
政
機
関
の
休
日
は
算
入
し
な
い
。
）
」
を
加
え

る
。（

別
紙
一
―
四
）
第
二
⑵
②
中
「
三
日
以
内
」
の
下
に
「
（
行
政
機
関
の
休
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六

十
三
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
行
政
機
関
の
休
日
は
算
入
し
な
い
。
）
」
を
加
え

る
。

大
分
県
告
示
第
七
百
五
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
ま
あ
じ
及
び
ま
い
わ
し
太
平
洋
系
群
に
関
す
る
令
和
四
管
理
年
度
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
知

事
管
理
漁
獲
可
能
量
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

ま
あ
じ
及
び
ま
い
わ
し
太
平
洋
系
群
に
関
す
る
令
和
四
管
理
年
度
（
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
）
に
お
け
る
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
知
事
管
理
漁
獲
可
能
量

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
一

ま
あ
じ

法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
知
事
管
理
漁
獲
可
能
量
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
知
事
管
理

区
分
ご
と
に
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
数
量
と
す
る
。

備
考

本
県
に
定
め
ら
れ
た
都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量

二
千
九
百
ト
ン

第
二

ま
い
わ
し
太
平
洋
系
群

法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
知
事
管
理
漁
獲
可
能
量
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
知
事
管
理

区
分
ご
と
に
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
数
量
と
す
る
。

備
考

本
県
に
定
め
ら
れ
た
都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量

現
行
水
準

〇
訓

令

甲

大
分
県
報
号
外
（
病
院
局
管
理
規
程
・
告
示
・
訓
令
甲
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

六



九

配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が

出
産
す
る
場
合

出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
四
週
間
前
の

日
（
そ
の
日
前
に
出
産
の
た
め
入
院
し
た

と
き
は
、
入
院
し
た
日
）
か
ら
出
産
日
以

後
二
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お

い
て
、
三
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の

都
度
必
要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

十

配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
出
産

に
係
る
子
（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に

関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
大
分
県
条
例
第
三
十

五
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
号
の
表
の
備
考
二
に
お

い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以

下
こ
の
項
及
び
別
表
第
三
の
八
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の

子
（
配
偶
者
の
子
を
含
む
。
）
を
養
育
す
る
臨
時
的

任
用
職
員
が
、
こ
れ
ら
の
子
の
養
育
の
た
め
勤
務
し

な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

出
産
予
定
日
の
八
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
週
間
）
前
の
日
か

ら
出
産
日
以
後
八
週
間
を
経
過
す
る
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
、
五
日
を
超
え
な
い
範

囲
内
で
そ
の
都
度
必
要
と
認
め
る
日
又
は

時
間

六

不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ

と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

任
用
期
間
に
お
い
て
五
日
（
当
該
通
院
等

が
体
外
受
精
そ
の
他
の
総
務
部
長
が
定
め

る
不
妊
治
療
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
十
日
）
の
範
囲
内
の
日
又
は

時
間

フ
リ
ガ
ナ

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

「

を
」

フ
リ
ガ
ナ

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

E
-m
ail

「

に
改

」

大
分
県
訓
令
甲
第
二
十
二
号

本

庁

地

方

機

関

臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
大
分
県
訓
令
甲
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

第
四
条
第
四
項
第
五
号
中
「
健
康
診
断
書
」
の
下
に
「
の
写
し
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
別
表
第
二
の
八
の
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
」
を
「
別
表
第
二
の
六

の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
任
用
期
間
（
任
用
期
間
が
延
長
さ
れ
、
又
は
更
新

さ
れ
た
場
合
は
、
任
用
の
日
か
ら
延
長
後
又
は
更
新
後
の
任
用
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
。
次
項
並
び
に
同

表
及
び
別
表
第
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
六
箇
月
以
上
と
定
め
ら
れ
た
臨
時
的
任
用
職
員
又
は
知
事
部
局
の

職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が
六
箇
月
以
上
の
臨
時
的
任
用
職
員
に
、
別
表
第
二
の
十
一
の
項
に
掲

げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
」
に
、
「
別
表
第
二
の
上
欄
」
を
「
同
表
の
上
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
任

用
一
年
目
の
臨
時
的
任
用
職
員
で
あ
つ
て
」
及
び
「
（
任
用
期
間
が
延
長
さ
れ
、
又
は
更
新
さ
れ
た
場
合

は
、
任
用
の
日
か
ら
延
長
又
は
更
新
後
の
任
用
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
。
別
表
第
三
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
削
り
、
「
任
用
二
年
目
以
降
」
を
「
知
事
部
局
の
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が
一
年

以
上
」
に
、
「
別
表
第
三
の
上
欄
」
を
「
同
表
の
上
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
八
の
項
」
を
「
六
の

項
及
び
九
の
項
か
ら
十
一
の
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

別
表
第
二
の
六
の
項
及
び
九
の
項
か
ら
十
一
の
項
ま
で
並
び
に
別
表
第
三
の
七
の
項
及
び
十
の
項
の
休

暇
の
残
日
数
の
全
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
全
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
二
の
五
の
項
中
「
と
き
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
表
中
九
の
項
を
十
二
の
項
と
し
、
同
表
の

八
の
項
中
「
（
昭
和
二
十
六
年
大
分
県
条
例
第
三
十
五
号
）
」
を
削
り
、
同
項
を
同
表
の
十
一
の
項
と
し
、

同
表
の
七
の
項
中
「
職
員
か
ら
」
を
「
女
性
職
員
か
ら
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
八
の
項
と
し
、
同
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
の
六
の
項
中
「
女
性
職
員
」
を
「
女
性
の
臨
時
的
任
用
職
員
（
以
下
「
女
性
職
員
」
と
い

う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
七
の
項
と
し
、
同
表
の
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
三
の
八
の
項
中
「
（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
第
十
条
第
一
項
第
二
号

の
表
の
備
考
二
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

を
削
る
。

第
一
号
様
式
中

め
る
。

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

七



⑵
そ
の
他
の
休
暇

①
有
給
休
暇

公
民
権
行
使
、
風
水
震
火
災
等
に
よ
る
出
退
勤
困
難
、
官
公
署
出
頭
、
忌
引
休
暇
、

産
前
産
後
休
暇
、
子
の
看
護
休
暇
及
び
人
事
課
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合

②
無
給
休
暇

公
務
傷
病
、
病
気
休
暇
、
女
性
職
員
の
生
理
に
係
る
休
暇
、
母
性
健
康
管
理
休
暇
、

育
児
時
間
、
短
期
の
介
護
休
暇
及
び
介
護
時
間

③
休
業
（
無
給
）

部
分
休
業

を
」

「⑵
そ
の
他
の
休
暇

に
改
め

」
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

六

不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ

と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
の
年
度
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
お
い
て
五
日
（
当
該
通
院
等
が
体
外
受

精
そ
の
他
の
総
務
部
長
が
定
め
る
不
妊
治

療
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
十
日
）
（
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間

の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
会
計
年
度
任
用

職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間

を
考
慮
し
、
人
事
課
長
の
定
め
る
時
間
）

の
範
囲
内
の
日
又
は
時
間

七

六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四

週
間
）
以
内
に
出
産
す
る
予
定
の
女
性
の
会
計
年
度

出
産
の
日
ま
で
の
申
し
出
た
期
間

第
二
号
様
式
中
「健

康
診
断
書

」
の
次
に
「の

写
し

」
を
加
え
る
。

第
四
号
様
式
中

る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
訓
令
甲
第
二
十
三
号

本

庁

地

方

機

関

会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
令
和
二
年
大
分
県
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

第
三
条
第
三
項
中
「
同
号
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
五
年
間
任
用
す
る
」
を
「
五
年
を
超
え
て
引
き
続

き
任
用
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
五
号
中
「
健
康
診
断
書
」
の
下
に
「
の
写
し
」
を
加
え
、
同
項
第

六
号
中
「
資
料
」
の
下
に
「
（
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
公
募
に
よ
ら
な
い
で
選
考
を
行
う
場
合
を

除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
任
期
が
六
箇
月
未
満
」
を
「
前
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
任
期
が

六
箇
月
未
満
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

期
末
手
当
の
基
準
日
の
属
す
る
会
計
年
度
に
知
事
の
事
務
部
局
に
お
い
て
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
任
用
さ
れ
て
い
た
者
で
当
該
基
準
日
前
の
日
を
任
期
の
末
日
と
し
て
い
た
も
の
が
当
該
基
準
日
ま
で

引
き
続
い
て
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
任
用
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
現
在
の
任
期
の
前
に
お
い
て
在

職
し
た
期
間

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
の
下
に
「
（
別
表
第
二
の
六
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の

項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
六
箇
月
以
上
の
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
又
は
知
事

の
事
務
部
局
の
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が
六
箇
月
以
上
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
限
る
。
）
」

を
加
え
、
「
別
表
第
二
」
を
「
同
表
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
同
表
の
十
一
の
項
及
び
十
二
の
項
」
を

「
同
表
の
九
の
項
及
び
十
の
項
」
に
、
「
十
三
の
項
」
を
「
十
一
の
項
」
に
、
「
十
四
の
項
」
を
「
十
二
の

項
」
に
、
「
別
表
第
三
の
上
欄
」
を
「
同
表
の
上
欄
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
項
を

加
え
る
。

３

別
表
第
二
の
六
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
並
び
に
別
表
第
三
の
七
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
に
掲

げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
と
き
は
、
前
条
第
九

項
の
例
に
よ
る
。

４

別
表
第
二
の
六
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
並
び
に
別
表
第
三
の
七
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
の
休

暇
の
残
日
数
の
全
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
全
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
二
の
三
の
項
か
ら
五
の
項
ま
で
の
規
定
中
「
と
き
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
表
中
六
の
項
を

十
一
の
項
と
し
、
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

「

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

八



任
用
職
員
（
以
下
「
女
性
職
員
」
と
い
う
。
）
が
申

し
出
た
場
合

八

女
性
職
員
が
出
産
し
た
場
合

出
産
の
日
の
翌
日
か
ら
八
週
間
を
経
過
す

る
日
ま
で
の
期
間
（
産
後
六
週
間
を
経
過

し
た
女
性
職
員
が
就
業
を
申
し
出
た
場
合

に
お
い
て
、
医
師
が
支
障
が
な
い
と
認
め

た
業
務
に
就
く
期
間
を
除
く
。
）

九

配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合

配
偶
者
の
出
産
に
係
る
入
院
の
日
か
ら
出

産
日
以
後
二
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の

間
に
お
い
て
二
日
（
勤
務
日
ご
と
の
勤
務

時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
会
計
年
度

任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務

時
間
を
考
慮
し
、
人
事
課
長
の
定
め
る
時

間
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都
度
必

要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

十

配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
出
産

に
係
る
子
（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に

関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
大
分
県
条
例
第
三
十

五
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
号
の
表
の
備
考
二
に
お

い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以

下
こ
の
項
及
び
別
表
第
三
の
八
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の

子
（
配
偶
者
の
子
を
含
む
。
）
を
養
育
す
る
会
計
年

度
任
用
職
員
が
、
こ
れ
ら
の
子
の
養
育
の
た
め
勤
務

し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

出
産
予
定
日
の
六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間
）
前
の
日
か

ら
出
産
日
以
後
八
週
間
を
経
過
す
る
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
五
日
（
勤
務
日
ご
と
の

勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
会
計

年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の

勤
務
時
間
を
考
慮
し
、
人
事
課
長
の
定
め

る
時
間
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都

度
必
要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

フ
リ
ガ
ナ

「

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

を
」

フ
リ
ガ
ナ

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

E
-m
ail

「

に
改

」

・
短
期
間
等
職
員
及
び
第
３
条
第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
再
度
任
用
さ
れ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
断
書

の
添
付
は
不
要
と
す
る
。

・
短
期
間
等
職
員
に
つ
い
て
は
健
康
診
断
書
の
写
し
の
添
付
は
不
要
と
し
、
第
３
条
第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り

再
度
任
用
さ
れ
る
職
員
に
つ
い
て
は
健
康
診
断
書
の
写
し
及
び
報
酬
額
算
定
の
基
礎
資
料
の
添
付
は
不
要
と
す
る
。

⑵
そ
の
他
の
休
暇

①
有
給
休
暇

風
水
震
火
災
等
に
よ
る
出
退
勤
困
難
、
公
民
権
行
使
、
官
公
署
出
頭
、
忌
引
休
暇
及
び
人
事
課
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合

②
無
給
休
暇

公
務
傷
病
、
病
気
休
暇
、
女
性
職
員
の
生
理
に
係
る
休
暇
、
母
性
健
康
管
理
休
暇
、
産
前
産
後
休
暇
、
育
児
時
間
、

子
の
看
護
休
暇
、
短
期
の
介
護
休
暇
、
介
護
時
間
及
び
介
護
休
暇

③
休
業
（
無
給
）

育
児
休
業
、
部
分
休
業

⑵
そ
の
他
の
休
暇

別
表
第
三
の
二
の
項
中
「
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を

削
り
、
同
表
中
八
の
項
及
び
九
の
項
を
削
り
、
同
表
の
十
の
項
中
「
（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等

に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
大
分
県
条
例
第
三
十
五
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
号
の
表
の
備
考
二
に
お

い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、

同
項
を
同
表
の
八
の
項
と
し
、
同
表
の
十
一
の
項
中
「
子
（
」
の
下
に
「
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間

等
に
関
す
る
条
例
第
十
条
第
一
項
第
二
号
の
表
の
備
考
二
及
び
」
を
加
え
、
同
項
を
同
表
の
九
の
項
と
し
、

同
表
中
十
二
の
項
を
十
の
項
と
し
、
十
三
の
項
を
十
一
の
項
と
し
、
十
四
の
項
を
十
二
の
項
と
す
る
。

第
一
号
様
式
中

め
る
。

第
三
号
様
式
中
「
□健

康
診
断
書

」
の
次
に
「の

写
し

」
を
加
え
、

「

」
を

「

」
に
改

め
る
。

第
五
号
様
式
中

「

を
」

「

に
改

」

め
る
。

附
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大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

九



出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
４
週
間

前
の
日
（
そ
の
日
前
に
出
産
の
た
め

入
院
し
た
と
き
は
、
入
院
し
た
日
）

か
ら
出
産
日
以
後
２
週
間
を
経
過
す

る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
３
日
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都
度
必
要

と
認
め
る
日
又
は
時
間

出
産
予
定
日
の
８
週
間
（
多
胎
妊
娠

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
１４
週
間
）
前

の
日
か
ら
出
産
日
以
後
８
週
間
を
経

過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
５

９
配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
出
産

す
る
場
合

１０
配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
出
産
に

係
る
子
（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
（
昭
和
２６
年
大
分
県
条
例
第
３５
号
）
第
１０
条
第

１
項
第
２
号
の
表
の
備
考
２
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
警

察

本

部

訓

令

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
２
７
号

警
察
本
部

警
察
学
校

警
察

署

大
分
県
警
察
の
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
訓
令
等
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
３
年
１２
月
２８
日

大
分
県
警
察
本
部
長
松
田
哲
也

（
大
分
県
警
察
の
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
改
正
）

第
１
条
大
分
県
警
察
の
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
訓
令
（
昭
和
４３
年
大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第

２１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
３
条
第
１
項
中
「
（
本
部
の
課
長
、
所
長
及
び
隊
長
、
警
察
学
校
長
並
び
に
警
察
署
長
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
（
要
間
接
撮
影
。
第
４
項
第
１
号
」
を
「
の
写
し
（
第
３
項
第
１
号
」
に
改

め
、
同
条
第
２
項
中
「
前
項
の
」
を
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
３
項
を
削
り
、
同
条
第

４
項
第
３
号
中
「
が
認
め
る
」
を
「
（
以
下
「
警
務
課
長
」
と
い
う
。
）
が
認
め
る
」
に
改
め
、
同
項
第

４
号
中
「
警
務
部
警
務
課
」
を
「
警
務
課
長
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
３
項
と
し
、
同
条
中
第
５
項
を

第
４
項
と
し
、
第
６
項
を
第
５
項
と
し
、
第
７
項
を
第
６
項
と
し
、
同
条
第
８
項
中
「
当
該
職
員
」
を

「
当
該
臨
時
的
任
用
職
員
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
７
項
と
し
、
同
条
第
９
項
中
「
第
４
項
第
１
号
」

を
「
第
３
項
第
１
号
」
に
、
「
第
６
項
」
を
「
第
５
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
８
項
と
し
、
同
条
第

１０
項
中
「
第
４
項
第
３
号
」
を
「
第
３
項
第
３
号
」
に
、
「
警
務
部
警
務
課
長
」
を
「
警
務
課
長
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
９
項
と
す
る
。

第
４
条
第
１
項
及
び
第
２
項
中
「
６
月
」
を
「
６
か
月
」
に
改
め
、
同
条
第
３
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

３
任
用
期
間
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
任
用
期
間
が
更
新
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
更
新
後
の
残
り
の

任
用
期
間
）
を
６
か
月
未
満
と
さ
れ
た
臨
時
的
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
任
用
又
は
更
新
の
日
か
ら
６

か
月
を
超
え
な
い
範
囲
で
任
用
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
４
条
第
５
項
中
「
前
項
の
」
を
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

第
６
条
第
１
項
中
「
警
務
部
警
務
課
長
」
を
「
警
務
課
長
」
に
改
め
る
。

第
１４
条
第
３
項
中
「
１
箇
月
」
を
「
１
か
月
」
に
改
め
、
同
条
第
５
項
中
「
６
箇
月
」
を
「
６
か
月
」

に
改
め
る
。

第
１４
条
の
２
第
１
項
中
「
７
の
項
」
を
「
６
の
項
、
９
の
項
及
び
１０
の
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は

任
用
期
間
（
任
用
期
間
が
延
長
さ
れ
、
又
は
更
新
さ
れ
た
場
合
は
、
任
用
の
日
か
ら
延
長
後
又
は
更
新
後

の
任
用
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
。
次
項
並
び
に
同
表
及
び
別
表
第
２
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
６
か
月
以

上
と
定
め
ら
れ
た
臨
時
的
任
用
職
員
又
は
大
分
県
警
察
の
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が
６
か
月

以
上
の
臨
時
的
任
用
職
員
に
、
別
表
第
１
の
１１
の
項
」
に
改
め
、
「
大
分
県
警
察
」
の
次
に
「
の
職
」
を

加
え
、
「
６
箇
月
」
を
「
６
か
月
」
に
、
「
別
表
第
１
の
左
欄
」
を
「
同
表
の
左
欄
」
に
改
め
、
同
条
第

２
項
中
「
任
用
１
年
目
の
臨
時
的
任
用
職
員
で
あ
つ
て
」
及
び
「
（
任
用
期
間
が
延
長
さ
れ
、
又
は
更
新

さ
れ
た
場
合
は
、
任
用
の
日
か
ら
延
長
後
又
は
更
新
後
の
任
用
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
。
別
表
第
２
に

お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
６
箇
月
」
を
「
６
か
月
」
に
、
「
任
用
２
年
目
以
降
」
を
「
大
分
県
警

察
の
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が
１
年
以
上
」
に
改
め
、
「
大
分
県
警
察
」
の
次
に
「
の
職
」

を
加
え
、
「
別
表
第
２
の
左
欄
」
を
「
同
表
の
左
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
３
項
中
「
別
表
第
１
の
７
の

項
」
を
「
別
表
第
１
の
６
の
項
及
び
９
の
項
か
ら
１１
の
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
１
項
を
加
え

る
。

４
別
表
第
１
の
６
の
項
及
び
９
の
項
か
ら
１１
の
項
ま
で
並
び
に
別
表
第
２
の
７
の
項
及
び
１０
の
項
の
休

暇
の
残
日
数
の
全
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
１
時
間
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
全
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
１６
条
第
１
項
中
「
臨
時
的
任
用
職
員
」
を
「
所
属
長
は
、
臨
時
的
任
用
職
員
」
に
改
め
る
。

第
１８
条
及
び
第
２０
条
中
「
警
務
部
警
務
課
長
」
を
「
警
務
課
長
」
に
改
め
る
。

別
表
第
１
の
８
の
項
中
「
前
各
号
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
１２
の
項
と
し
、
同
表
の

７
の
項
中
「
（
昭
和
２６
年
大
分
県
条
例
第
３５
号
）
」
を
削
り
、
同
項
を
同
表
の
１１
の
項
と
し
、
同
表
の
６

の
項
中
「
職
員
か
ら
」
を
「
女
性
職
員
か
ら
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
８
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
・
警
察
本
部
訓
令
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日
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日
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都
度

必
要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
別
表
第

２
の
８
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
小
学
校
就
学
の

始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
（
配
偶
者
の
子
を
含
む
。
）

を
養
育
す
る
臨
時
的
任
用
職
員
が
、
こ
れ
ら
の
子
の
養

育
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
。

任
用
期
間
に
お
い
て
５
日
（
当
該
通

院
等
が
体
外
受
精
そ
の
他
の
警
務
部

長
が
定
め
る
不
妊
治
療
に
係
る
も
の

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
１０
日
）

の
範
囲
内
の
日
又
は
時
間

６
不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と

が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

そ
の
都
度
必
要
と
認
め
る
日
又
は
時

間
４
証
人
、
鑑
定
人
、
参
考
人
等
と
し
て
国
会
、
裁
判

所
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
そ
の
他
の
官
公
署
へ
出
頭

す
る
場
合

電
話
（
市
外
局
番
か
ら
記
入
）

（
）

－

携
帯
電
話

（
）

－

現
住
所

〒
（

－
）

」

を

電
話
（
市
外
局
番
か
ら
記
入
）

（
）

－

携
帯
電
話

（
）

－

現
住
所

〒
（

－
）

E
-m
ail

」

に

別
表
第
１
の
５
の
項
中
「
女
性
職
員
」
を
「
女
性
の
臨
時
的
任
用
職
員
（
以
下
「
女
性
職
員
」
と
い

う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
７
の
項
と
し
、
同
表
中
４
の
項
を
５
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
１
の
３
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
２
の
８
の
項
中
「
（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
第
１０
条
第
１
項
第
２

号
の
表
の
備
考
２
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
削
る
。

第
２
号
様
式
中
「
第
１６
条
」
の
次
に
「
各
号
」
を
加
え
、

「「

改
め
る
。

第
３
号
様
式
中

「
⑵
そ
の
他
の
休
暇

①
有
給
休
暇

公
民
権
行
使
、
風
水
震
火
災
等
に
よ
る
出
退
勤
困
難
、
忌
引
休
暇
、
産
前
産
後
休
暇
、
子

の
看
護
休
暇
及
び
警
務
課
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合

②
無
給
休
暇

を

公
務
傷
病
、
病
気
休
暇
、
女
性
職
員
の
生
理
に
係
る
休
暇
、
母
性
健
康
管
理
休
暇
、
育
児

時
間
、
短
期
の
介
護
休
暇
及
び
介
護
時
間

③
休
業
（
無
給
）

部
分
休
業

」

「
⑵
そ
の
他
の
休
暇

に

」

改
め
る
。

（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
の
一
部
改
正
）

第
２
条
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
（
平
成
７
年
大
分
県
警
察
本
部
訓

令
甲
第
１６
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
８
条
第
２
項
中
「
１４
の
項
」
を
「
１０
の
２
の
項
、
１４
の
項
」
に
、
「
、
１９
の
項
、
２０
の
項
及
び
２１
の

項
」
を
「
及
び
１９
の
項
か
ら
２１
の
項
ま
で
」
に
、
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
第
３
項
中

「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

（
大
分
県
警
察
の
特
別
職
非
常
勤
職
員
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
）

第
３
条
大
分
県
警
察
の
特
別
職
非
常
勤
職
員
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
令
和
２

年
大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
２６
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
３
条
第
３
項
中
第
２
号
及
び
第
３
号
を
削
り
、
第
４
号
を
第
２
号
と
し
、
同
項
第
５
号
中
「
免
許
」

の
次
に
「
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
３
号
と
し
、
同
条
第
６
項

大
分
県
報
号
外
（
警
察
本
部
訓
令
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日
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一
の
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の

３
月
３１
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
お
い
て
５
日
（
当
該
通
院

等
が
体
外
受
精
そ
の
他
の
警
務
部
長

が
定
め
る
不
妊
治
療
に
係
る
も
の
で

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
１０
日
）
の

範
囲
内
の
日
又
は
時
間

出
産
の
日
ま
で
の
申
し
出
た
期
間

出
産
の
日
の
翌
日
か
ら
８
週
間
を
経

過
す
る
日
ま
で
の
期
間
（
産
後
６
週

間
を
経
過
し
た
女
性
職
員
が
就
業
を

申
し
出
た
場
合
に
お
い
て
、
医
師
が

支
障
が
な
い
と
認
め
た
業
務
に
就
く

期
間
を
除
く
。
）

配
偶
者
の
出
産
に
係
る
入
院
の
日
か

ら
出
産
日
以
後
２
週
間
を
経
過
す
る

日
ま
で
の
間
に
お
い
て
２
日
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
そ
の
都
度
必
要
と
認

め
る
日
又
は
時
間

出
産
予
定
日
の
６
週
間
（
多
胎
妊
娠

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
１４
週
間
）
前

の
日
か
ら
出
産
日
以
後
８
週
間
を
経

過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
５
日

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都
度
必

要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

６
不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と

が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

７
６
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
１４
週

間
）
以
内
に
出
産
す
る
予
定
の
女
性
の
会
計
年
度
任
用

職
員
（
以
下
「
女
性
職
員
」
と
い
う
。
）
が
申
し
出
た

場
合

８
女
性
職
員
が
出
産
し
た
場
合

９
配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合

１０
配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
出
産
に

係
る
子
（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
（
昭
和
２６
年
大
分
県
条
例
第
３５
号
）
第
１０
条
第

１
項
第
２
号
の
表
の
備
考
２
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る

も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
別
表
第

２
の
８
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
小
学
校
就
学
の

中
「
当
該
職
員
」
を
「
当
該
特
別
職
非
常
勤
職
員
」
に
改
め
る
。

第
４
条
第
１
号
中
「
第
１６
条
」
の
次
に
「
各
号
」
を
加
え
る
。

第
５
条
第
５
項
第
３
号
中
「
免
許
」
の
次
に
「
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
」
を
加
え
、
同

項
第
４
号
中
「
健
康
診
断
書
」
の
次
に
「
の
写
し
」
を
加
え
、
同
項
第
６
号
中
「
資
料
」
の
次
に
「
（
第

２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
、
公
募
に
よ
ら
な
い
で
選
考
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第

８
項
中
「
当
該
職
員
」
を
「
当
該
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に
改
め
る
。

第
１０
条
第
３
項
第
１
号
中
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

第
１１
条
第
１
項
中
「
解
雇
予
告
」
を
「
同
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１９
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
解
雇
予
告
」
に
改
め
る
。

第
１６
条
第
２
項
中
「
１
時
間
」
を
「
勤
務
１
時
間
」
に
改
め
る
。

第
１９
条
第
１
項
第
１
号
中
「
６
箇
月
」
を
「
６
か
月
」
に
改
め
、
同
項
第
２
号
中
「
１
箇
月
」
を
「
１

か
月
」
に
改
め
、
同
条
第
２
項
中
「
任
期
が
６
箇
月
未
満
」
を
「
前
項
第
１
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
任
期
が
６
か
月
未
満
」
に
、
「
６
箇
月
以
上
」
を
「
６
か
月
以
上
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
１
号
を

加
え
る
。

⑶
期
末
手
当
の
基
準
日
の
属
す
る
会
計
年
度
に
大
分
県
警
察
に
お
い
て
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

任
用
さ
れ
て
い
た
者
で
当
該
基
準
日
前
の
日
を
任
期
の
末
日
と
し
て
い
た
も
の
が
当
該
基
準
日
ま
で

引
き
続
い
て
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
任
用
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
現
在
の
任
期
の
前
に
お
い
て

在
職
し
た
期
間

第
２０
条
第
１
項
中
「
６
箇
月
」
を
「
６
か
月
」
に
改
め
、
同
条
第
２
項
中
「
１
箇
月
」
を
「
１
か
月
」

に
改
め
る
。

第
２１
条
中
「
１
箇
月
」
を
「
１
か
月
」
に
改
め
る
。

第
２３
条
第
３
項
中
「
１
箇
月
」
を
「
１
か
月
」
に
改
め
、
同
条
第
６
項
中
「
当
該
職
員
」
を
「
当
該
会

計
年
度
任
用
職
員
」
に
改
め
る
。

第
２５
条
第
３
項
中
「
も
の
す
る
」
を
「
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
５
項
中
「
６
箇
月
」
を
「
６

か
月
」
に
改
め
る
。

第
２６
条
第
１
項
中
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
の
次
に
「
（
別
表
第
１
の
６
の
項
、
９
の
項
及
び
１０
の
項

に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
６
か
月
以
上
の
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
又
は
大
分

県
警
察
の
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が
６
か
月
以
上
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
限
る
。
）
」
を

加
え
、
「
別
表
第
１
」
を
「
同
表
」
に
改
め
、
同
条
第
２
項
中
「
別
表
第
２
の
１１
の
項
及
び
１２
の
項
」
を

「
別
表
第
２
の
９
の
項
及
び
１０
の
項
」
に
、
「
に
あ
っ
て
は
、
」
を
「
に
あ
っ
て
は
」
に
、
「
６
箇
月
」

を
「
６
か
月
」
に
、
「
１３
の
項
」
を
「
１１
の
項
」
に
、
「
１４
の
項
」
を
「
１２
の
項
」
に
、
「
も
の
に
」
を

「
会
計
年
度
任
用
職
員
に
」
に
、
「
別
表
第
２
の
左
欄
」
を
「
同
表
の
左
欄
」
に
改
め
、
後
段
を
削
り
、

同
条
に
次
の
２
項
を
加
え
る
。

３
別
表
第
１
の
６
の
項
、
９
の
項
及
び
１０
の
項
並
び
に
別
表
第
２
の
７
の
項
、
９
の
項
及
び
１０
の
項
に

掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
１
時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
と
き
は
、
前
条

第
８
項
の
例
に
よ
る
。

４
別
表
第
１
の
６
の
項
、
９
の
項
及
び
１０
の
項
並
び
に
別
表
第
２
の
７
の
項
、
９
の
項
及
び
１０
の
項
の

休
暇
の
残
日
数
の
全
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
１
時
間
未
満
の
端
数

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
全
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
２８
条
第
３
項
第
１
号
及
び
第
２
号
中
「
６
箇
月
」
を
「
６
か
月
」
に
改
め
る
。

別
表
第
１
中
６
の
項
を
１１
の
項
と
し
、
５
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

大
分
県
報
号
外
（
警
察
本
部
訓
令
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

一
二



始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
（
配
偶
者
の
子
を
含
む
。
）

を
養
育
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
が
、
こ
れ
ら
の
子
の

養
育
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
。

フ
リ
ガ
ナ

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

フ
リ
ガ
ナ

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

E
-m
ail

〇
企

業

局

訓

令

大
分
県
企
業
局
訓
令
第
六
号

本

局

事

業

所

臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

大
分
県
企
業
局
長

浦

辺

裕

二

第
三
条
第
四
項
第
四
号
中
「
健
康
診
断
書
」
の
下
に
「
の
写
し
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
別
表
第
二
の
八
の
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
」
を
「
別
表
第
二
の
六

別
表
第
２
の
２
の
項
中
「
（
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
３１
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削

り
、
同
表
中
８
の
項
及
び
９
の
項
を
削
り
、
同
表
の
１０
の
項
中
「
（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等

に
関
す
る
条
例
（
昭
和
２６
年
大
分
県
条
例
第
３５
号
）
第
１０
条
第
１
項
第
２
号
の
表
の
備
考
２
に
お
い
て
子

に
含
ま
れ
る
者
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
項
を

同
表
の
８
の
項
と
し
、
同
表
の
１１
の
項
中
「
配
偶
者
の
子
及
び
児
童
福
祉
法
第
６
条
の
４
第
１
号
に
規
定

す
る
養
育
里
親
又
は
同
条
第
３
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
職
員
に
同
法
第
２７
条
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
よ

り
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
（
第
９
条
第
１
項
に
規
定
す
る
児
童
を
除
く
。
）
」
を
「
職
員
の
休
日
休
暇
及

び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
第
１０
条
第
１
項
第
２
号
の
表
の
備
考
２
及
び
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務

時
間
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
２６
年
大
分
県
規
則
第
４０
号
）
別
表
第
２
の
１９
の
項
に
お
い
て
子

に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
９
の
項
と
し
、
同
表
中
１２
の
項
を
１０
の
項
と

し
、
１３
の
項
を
１１
の
項
と
し
、
１４
の
項
を
１２
の
項
と
す
る
。

第
５
号
様
式
中

「

を

」

「

に

」

改
め
、
「
第
１６
条
」
の
次
に
「
各
号
」
を
加
え
る
。

第
８
号
様
式
中
「
１
箇
月
」
を
「
１
か
月
」
に
、

「
⑵
そ
の
他
の
休
暇

①
有
給
休
暇

風
水
震
火
災
等
に
よ
る
出
退
勤
困
難
、
公
民
権
行
使
、
官
公
署
出
頭
、

忌
引
休
暇
及
び
警
務
課
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合

②
無
給
休
暇

公
務
傷
病
、
病
気
休
暇
、
女
性
職
員
の
生
理
に
係
る
休
暇
、
母
性
健
康
を

管
理
休
暇
、
産
前
産
後
休
暇
、
育
児
時
間
、
子
の
看
護
休
暇
、
短
期
の

介
護
休
暇
、
介
護
時
間
及
び
介
護
休
暇

③
休
業
（
無
給
）

育
児
休
業
、
部
分
休
業

」

「
⑵
そ
の
他
の
休
暇

に
改
め
る
。

」

第
１５
号
様
式
中
「
６
箇
月
」
を
「
６
か
月
」
に
改
め
る
。

附
則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
報
号
外
（
警
察
本
部
訓
令
・
企
業
局
訓
令
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

一
三



九

配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が

出
産
す
る
場
合

出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
四
週
間
前
の

日
（
そ
の
日
前
に
出
産
の
た
め
入
院
し
た

と
き
は
、
入
院
し
た
日
）
か
ら
出
産
日
以

後
二
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お

い
て
、
三
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の

都
度
必
要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

十

配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
出
産

に
係
る
子
（
大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
（
昭
和

四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
六
号
。
以
下

「
就
業
規
程
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
二
第
一
項
に

お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
及
び
別
表
第
三
の
八
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の

子
（
配
偶
者
の
子
を
含
む
。
）
を
養
育
す
る
臨
時
的

任
用
職
員
職
員
が
、
こ
れ
ら
の
子
の
養
育
の
た
め
勤

務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

出
産
予
定
日
の
八
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
週
間
）
前
の
日
か

ら
出
産
日
以
後
八
週
間
を
経
過
す
る
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
、
五
日
を
超
え
な
い
範

囲
内
で
そ
の
都
度
必
要
と
認
め
る
日
又
は

時
間

き
。

六

不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ

と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

任
用
期
間
に
お
い
て
五
日
（
当
該
通
院
等

が
体
外
受
精
そ
の
他
の
総
務
課
長
が
定
め

る
不
妊
治
療
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
十
日
）
の
範
囲
内
の
日
又
は

時
間

フ
リ
ガ
ナ

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

「

を
」

フ
リ
ガ
ナ

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

E
-m
ail

「

に
改

」

「⑵
そ
の
他
の
休
暇

①
有
給
休
暇

公
民
権
行
使
、
風
水
震
火
災
等
に
よ
る
出
退
勤
困
難
、
官
公
署
出
頭
、
忌
引

休
暇
、
産
前
産
後
休
暇
、
子
の
看
護
休
暇
及
び
総
務
課
長
が
特
に
必
要
と
認

め
る
場
合

②
無
給
休
暇

公
務
傷
病
、
病
気
休
暇
、
女
性
職
員
の
生
理
に
係
る
休
暇
、
母
性
健
康
管
理

休
暇
、
育
児
時
間
、
短
期
の
介
護
休
暇
及
び
介
護
時
間

③
休
業
（
無
給
）

を

の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
任
用
期
間
（
任
用
期
間
が
延
長
さ
れ
、
又
は
更
新

さ
れ
た
場
合
は
、
任
用
の
日
か
ら
延
長
後
又
は
更
新
後
の
任
用
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
。
次
項
並
び
に
同

表
及
び
別
表
第
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
六
箇
月
以
上
と
定
め
ら
れ
た
臨
時
的
任
用
職
員
又
は
大
分
県
企
業

局
の
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が
六
箇
月
以
上
の
臨
時
的
任
用
職
員
に
、
別
表
第
二
の
十
一
の
項

に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
」
に
、
「
別
表
第
二
の
上
欄
」
を
「
同
表
の
上
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
任
用
一
年
目
の
臨
時
的
任
用
職
員
で
あ
つ
て
」
及
び
「
（
任
用
期
間
が
延
長
さ
れ
、
又
は
更
新
さ
れ
た
場

合
は
、
任
用
の
日
か
ら
延
長
又
は
更
新
後
の
任
用
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
。
別
表
第
三
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
削
り
、
「
任
用
二
年
目
以
降
」
を
「
大
分
県
企
業
局
の
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が

一
年
以
上
」
に
、
「
別
表
第
三
の
上
欄
」
を
「
同
表
の
上
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
八
の
項
」
を

「
六
の
項
及
び
九
の
項
か
ら
十
一
の
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

別
表
第
二
の
六
の
項
及
び
九
の
項
か
ら
十
一
の
項
ま
で
並
び
に
別
表
第
三
の
七
の
項
及
び
十
の
項
の
休

暇
の
残
日
数
の
全
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
全
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
二
の
五
の
項
中
「
と
き
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
表
中
九
の
項
を
十
二
の
項
と
し
、
同
表
の

八
の
項
中
「
大
分
県
企
業
局
就
業
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
六
号
。
以
下
「
就
業

規
程
」
と
い
う
。
）
」
を
「
就
業
規
程
」
に
、
「
二
十
の
項
」
を
「
二
十
一
の
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表

の
十
一
の
項
と
し
、
同
表
の
七
の
項
中
「
職
員
か
ら
」
を
「
女
性
職
員
か
ら
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
八

の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
の
六
の
項
中
「
女
性
職
員
」
を
「
女
性
の
臨
時
的
任
用
職
員
（
以
下
「
女
性
職
員
」
と
い

う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
七
の
項
と
し
、
同
表
の
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
三
の
八
の
項
中
「
（
就
業
規
程
）
第
七
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る

者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
一
号
様
式
中

め
る
。

第
四
号
様
式
中

大
分
県
報
号
外
（
企
業
局
訓
令
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

一
四



部
分
休
業

」

「⑵
そ
の
他
の
休
暇

に
改
め
る
。

」

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

六

不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ

と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
の
年
度
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
お
い
て
五
日
（
当
該
通
院
等
が
体
外
受

精
そ
の
他
の
総
務
課
長
が
定
め
る
不
妊
治

療
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
十
日
）
（
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間

の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
会
計
年
度
任
用

職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間

を
考
慮
し
、
総
務
課
長
の
定
め
る
時
間
）

の
範
囲
内
の
日
又
は
時
間

七

六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四

週
間
）
以
内
に
出
産
す
る
予
定
の
女
性
の
会
計
年
度

任
用
職
員
（
以
下
「
女
性
職
員
」
と
い
う
。
）
が
申

し
出
た
場
合

出
産
の
日
ま
で
の
申
し
出
た
期
間

八

女
性
職
員
が
出
産
し
た
場
合

出
産
の
日
の
翌
日
か
ら
八
週
間
を
経
過
す

る
日
ま
で
の
期
間
（
産
後
六
週
間
を
経
過

し
た
女
性
職
員
が
就
業
を
申
し
出
た
場
合

に
お
い
て
、
医
師
が
支
障
が
な
い
と
認
め

た
業
務
に
就
く
期
間
を
除
く
。
）

九

配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合

配
偶
者
の
出
産
に
係
る
入
院
の
日
か
ら
出

産
日
以
後
二
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の

間
に
お
い
て
二
日
（
勤
務
日
ご
と
の
勤
務

時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
会
計
年
度

任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務

時
間
を
考
慮
し
、
総
務
課
長
の
定
め
る
時

間
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都
度
必

要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

十

配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
出
産

に
係
る
子
（
大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
（
昭
和

出
産
予
定
日
の
六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間
）
前
の
日
か

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
企
業
局
訓
令
第
七
号

本

局

事

業

所

大
分
県
企
業
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
令
和
二
年
大
分
県
企
業
局
訓
令
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

大
分
県
企
業
局
長

浦

辺

裕

二

第
三
条
第
三
項
中
「
同
号
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
五
年
間
任
用
す
る
」
を
「
五
年
を
超
え
て
引
き
続

き
任
用
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
四
号
中
「
健
康
診
断
書
」
の
下
に
「
の
写
し
」
を
加
え
、
同
項
第

五
号
中
「
資
料
」
の
下
に
「
（
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
公
募
に
よ
ら
な
い
で
選
考
を
行
う
場
合
を

除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
「
任
期
が
六
箇
月
未
満
」
を
「
前
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
任
期
が

六
箇
月
未
満
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
ア
中
「
（
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
の
下
に
「
（
別
表
第
二
の
六
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の

項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
六
箇
月
以
上
の
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
又
は
大
分

県
企
業
局
の
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が
六
箇
月
以
上
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
限
る
。
）
」
を

加
え
、
「
別
表
第
二
」
を
「
同
表
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
十
の
項
及
び
十
一
の
項
」
を
「
八
の
項
及

び
九
の
項
」
に
、
「
十
二
の
項
」
を
「
十
の
項
」
に
、
「
十
三
の
項
」
を
「
十
一
の
項
」
に
、
「
別
表
第
三

の
上
欄
」
を
「
同
表
の
上
欄
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

別
表
第
二
の
六
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
並
び
に
別
表
第
三
の
六
の
項
、
八
の
項
及
び
九
の
項
に
掲

げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
と
き
は
、
前
条
第
八

項
の
例
に
よ
る
。

４

別
表
第
二
の
六
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
並
び
に
別
表
第
三
の
六
の
項
、
八
の
項
及
び
九
の
項
の
休

暇
の
残
日
数
の
全
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
全
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
二
の
三
の
項
か
ら
五
の
項
ま
で
の
規
定
中
「
と
き
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
表
中
六
の
項
を

十
一
の
項
と
し
、
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

大
分
県
報
号
外
（
企
業
局
訓
令
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

一
五



四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
六
号
。
以
下

「
就
業
規
程
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
二
第
一
項
に

お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
及
び
別
表
第
三
の
七
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の

子
（
配
偶
者
の
子
を
含
む
。
）
を
養
育
す
る
会
計
年

度
任
用
職
員
が
、
こ
れ
ら
の
子
の
養
育
の
た
め
勤
務

し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

ら
出
産
日
以
後
八
週
間
を
経
過
す
る
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
五
日
（
勤
務
日
ご
と
の

勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
会
計

年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の

勤
務
時
間
を
考
慮
し
、
総
務
課
長
の
定
め

る
時
間
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都

度
必
要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

フ
リ
ガ
ナ

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

フ
リ
ガ
ナ

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

E
-m
ail

⑵
そ
の
他
の
休
暇

①
有
給
休
暇

・
風
水
震
火
災
等
に
よ
り
出
退
勤
困
難
、
公
民
権
行
使
、
官
公
署
出
頭
、
忌
引
休
暇
及
び
総
務
課
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合

②
無
給
休
暇

公
務
傷
病
、
女
性
職
員
の
生
理
に
係
る
休
暇
、
母
性
健
康
管
理
休
暇
、
産
前
産
後
休
暇
、
育
児
時
間
、
子
の
看
護
休
暇
、

短
期
の
介
護
休
暇
、
介
護
時
間
及
び
介
護
休
暇

③
休
業
（
無
給
）

育
児
休
業
、
部
分
休
業

⑵
そ
の
他
の
休
暇

別
表
第
三
中
七
の
項
及
び
八
の
項
を
削
り
、
同
表
の
九
の
項
中
「
（
大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
（
昭

和
四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
六
号
。
以
下
「
就
業
規
程
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
二
第
一
項
に

お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削

り
、
同
項
を
同
表
の
七
の
項
と
し
、
同
表
の
十
の
項
中
「
別
表
第
二
の
二
十
の
項
」
を
「
第
七
条
の
二
第
一

項
及
び
別
表
第
二
の
二
十
一
の
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
八
の
項
と
し
、
同
表
中
十
一
の
項
を
九
の
項

と
し
、
十
二
の
項
か
ら
十
四
の
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
一
号
様
式
中

「

を
」

「

に
改

」

め
る
。

第
四
号
様
式
中

「

を

」

「

に
」

改
め
る
。附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
病

院

局

訓

令

大
分
県
病
院
局
訓
令
第
六
号

本

局

病

院

大
分
県
病
院
局
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
年
大
分
県
病
院
局
訓
令
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

大
分
県
病
院
局
長

井

上

敏

郎

第
三
条
第
一
項
中
「
院
長
）
」
を
「
院
長
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
四
号
中
「
健
康
診
断
書
」
の
下
に

「
の
写
し
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
別
表
第
二
の
八
の
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
」
を
「
別
表
第
二
の
六

の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
任
用
期
間
（
任
用
期
間
が
延
長
さ
れ
、
又
は
更
新

さ
れ
た
場
合
は
、
任
用
の
日
か
ら
延
長
後
又
は
更
新
後
の
任
用
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
。
次
項
並
び
に
同

表
及
び
別
表
第
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
六
箇
月
以
上
と
定
め
ら
れ
た
臨
時
的
任
用
職
員
又
は
大
分
県
病
院

局
の
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が
六
箇
月
以
上
の
臨
時
的
任
用
職
員
に
、
別
表
第
二
の
十
一
の
項

に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
」
に
、
「
別
表
第
二
の
上
欄
」
を
「
同
表
の
上
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
任
用
一
年
目
の
臨
時
的
任
用
職
員
で
あ
っ
て
」
及
び
「
（
任
用
期
間
が
延
長
さ
れ
、
又
は
更
新
さ
れ
た
場

合
は
、
任
用
の
日
か
ら
延
長
又
は
更
新
後
の
任
用
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
。
別
表
第
三
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
削
り
、
「
別
表
第
三
の
上
欄
」
を
「
同
表
の
上
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
八
の
項
」
を

「
六
の
項
及
び
九
の
項
か
ら
十
一
の
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

大
分
県
報
号
外
（
企
業
局
訓
令
・
病
院
局
訓
令
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

一
六



九

配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が

出
産
す
る
場
合

出
産
予
定
日
か
ら
起
算
し
て
四
週
間
前
の

日
（
そ
の
日
前
に
出
産
の
た
め
入
院
し
た

と
き
は
、
入
院
し
た
日
）
か
ら
出
産
日
以

後
二
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お

い
て
、
三
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の

都
度
必
要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

十

配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
出
産

に
係
る
子
（
大
分
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
（
平
成

十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
七
号
）
第
八

条
第
一
項
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る

者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
別
表
第
三
の
八
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達

す
る
ま
で
の
子
（
配
偶
者
の
子
を
含
む
。
）
を
養
育

す
る
臨
時
的
任
用
職
員
が
、
こ
れ
ら
の
子
の
養
育
の

た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
。

出
産
予
定
日
の
八
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間
）
前
の
日
か

ら
出
産
日
以
後
八
週
間
を
経
過
す
る
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
、
五
日
を
超
え
な
い
範

囲
内
で
そ
の
都
度
必
要
と
認
め
る
日
又
は

時
間

六

不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ

と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

任
用
期
間
に
お
い
て
五
日
（
当
該
通
院
等

が
体
外
受
精
そ
の
他
の
院
長
が
定
め
る
不

妊
治
療
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
十
日
）
の
範
囲
内
の
日
又
は
時
間

フ
リ
ガ
ナ

「

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

を
」

フ
リ
ガ
ナ

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

E
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４

別
表
第
二
の
六
の
項
及
び
九
の
項
か
ら
十
一
の
項
ま
で
並
び
に
別
表
第
三
の
七
の
項
及
び
十
の
項
の
休

暇
の
残
日
数
の
全
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
全
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
二
中
九
の
項
を
十
二
の
項
と
し
、
同
表
の
八
の
項
中
「
（
平
成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程

第
十
七
号
）
」
を
「
第
八
条
第
一
項
及
び
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
十
一
の
項
と
し
、
同
表
の
七
の
項
中

「
職
員
か
ら
」
を
「
女
性
職
員
か
ら
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
八
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

別
表
第
二
の
六
の
項
中
「
女
性
職
員
」
を
「
女
性
の
臨
時
的
任
用
職
員
（
以
下
「
女
性
職
員
」
と
い

う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
七
の
項
と
し
、
同
表
の
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
三
の
八
の
項
中
「
（
大
分
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
第
八
条
第
一
項
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も

の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
一
号
様
式
中

「

に
」

改
め
る
。

第
四
号
様
式
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

大
分
県
報
号
外
（
病
院
局
訓
令
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

一
七



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
病
院
局
訓
令
第
七
号

本

局

病

院

大
分
県
病
院
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
令
和
二
年
大
分
県
病
院
局
訓
令
第
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

大
分
県
病
院
局
長

井

上

敏

郎

第
三
条
第
三
項
中
「
同
号
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
五
年
間
任
用
す
る
」
を
「
五
年
を
超
え
て
引
き
続

き
任
用
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
五
号
中
「
健
康
診
断
書
」
の
下
に
「
の
写
し
」
を
加
え
、
同
項
第

六
号
中
「
給
与
額
」
を
「
給
料
額
」
に
改
め
、
「
資
料
」
の
下
に
「
（
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
公

募
に
よ
ら
な
い
で
選
考
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
「
任
期
が
六
箇
月
未
満
」
を
「
前
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
任
期
が

六
箇
月
未
満
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

期
末
手
当
の
基
準
日
の
属
す
る
会
計
年
度
に
大
分
県
病
院
局
に
お
い
て
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

任
用
さ
れ
て
い
た
者
で
当
該
基
準
日
前
の
日
を
任
期
の
末
日
と
し
て
い
た
も
の
が
当
該
基
準
日
ま
で
引

き
続
い
て
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
任
用
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
現
在
の
任
期
の
前
に
お
い
て
在
職

し
た
期
間

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
の
下
に
「
（
別
表
第
二
の
六
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の

項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
六
箇
月
以
上
の
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
又
は
大
分

県
病
院
局
の
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が
六
箇
月
以
上
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
限
る
。
）
」
を

加
え
、
「
別
表
第
二
」
を
「
同
表
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
同
表
の
十
一
の
項
及
び
十
二
の
項
」
を

「
同
表
の
九
の
項
及
び
十
の
項
」
に
、
「
十
三
の
項
」
を
「
十
一
の
項
」
に
、
「
十
四
の
項
」
を
「
十
二
の

項
」
に
、
「
別
表
第
三
の
上
欄
」
を
「
同
表
の
上
欄
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
項
を

加
え
る
。

３

別
表
第
二
の
六
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
並
び
に
別
表
第
三
の
七
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
に
掲

げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
と
き
は
、
前
条
第
九

項
の
例
に
よ
る
。

４

別
表
第
二
の
六
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
並
び
に
別
表
第
三
の
七
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
の
休

暇
の
残
日
数
の
全
て
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ

大
分
県
報
号
外
（
病
院
局
訓
令
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

一
八



六

不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ

と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
の
年
度
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
お
い
て
五
日
（
当
該
通
院
等
が
体
外
受

精
そ
の
他
の
病
院
長
が
定
め
る
不
妊
治
療

に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

十
日
）
（
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時

間
数
が
同
一
で
な
い
会
計
年
度
任
用
職
員

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
考

慮
し
、
総
務
経
営
課
長
の
定
め
る
時
間
）

の
範
囲
内
の
日
又
は
時
間

七

六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四

週
間
）
以
内
に
出
産
す
る
予
定
の
女
性
の
会
計
年
度

任
用
職
員
（
以
下
「
女
性
職
員
」
と
い
う
。
）
が
申

し
出
た
場
合

出
産
の
日
ま
で
の
申
し
出
た
期
間

八

女
性
職
員
が
出
産
し
た
場
合

出
産
の
日
の
翌
日
か
ら
八
週
間
を
経
過
す

る
日
ま
で
の
期
間
（
産
後
六
週
間
を
経
過

し
た
女
性
職
員
が
就
業
を
申
し
出
た
場
合

に
お
い
て
、
医
師
が
支
障
が
な
い
と
認
め

た
業
務
に
就
く
期
間
を
除
く
。
）

九

配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合

配
偶
者
の
出
産
に
係
る
入
院
の
日
か
ら
出

産
日
以
後
二
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の

間
に
お
い
て
二
日
（
勤
務
日
ご
と
の
勤
務

時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
会
計
年
度

任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務

時
間
を
考
慮
し
、
総
務
経
営
課
長
の
定
め

る
時
間
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
の
都

度
必
要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

十

配
偶
者
が
出
産
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
出
産

に
係
る
子
（
大
分
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
（
平
成

十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
七
号
。
以
下

「
就
業
規
程
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
に
お
い

て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下

こ
の
項
及
び
別
表
第
三
の
八
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の

出
産
予
定
日
の
六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間
）
前
の
日
か

ら
出
産
日
以
後
八
週
間
を
経
過
す
る
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
五
日
（
勤
務
日
ご
と
の

勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
会
計

年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の

勤
務
時
間
を
考
慮
し
、
総
務
経
営
課
長
の

子
（
配
偶
者
の
子
を
含
む
。
）
を
養
育
す
る
会
計
年

度
任
用
職
員
が
、
こ
れ
ら
の
子
の
養
育
の
た
め
勤
務

し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

定
め
る
時
間
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ

の
都
度
必
要
と
認
め
る
日
又
は
時
間

フ
リ
ガ
ナ

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

フ
リ
ガ
ナ

〒
―

（
通
勤
手
段
：

所
要
時
間
：

分
）

住
所

E
-m
ail

る
と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
全
て
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
二
の
三
の
項
か
ら
五
の
項
ま
で
の
規
定
中
「
と
き
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
表
中
六
の
項
を

十
一
の
項
と
し
、
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
三
の
二
の
項
中
「
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を

削
り
、
同
表
中
八
の
項
及
び
九
の
項
を
削
り
、
同
表
の
十
の
項
中
「
（
大
分
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
（
平

成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
七
号
。
以
下
「
就
業
規
程
」
と
い
う
。
）
第
八
条
に
お
い
て
子
に

含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
項
を
同

表
の
八
の
項
と
し
、
同
表
の
十
一
の
項
中
「
就
業
規
程
」
の
下
に
「
第
八
条
第
一
項
及
び
」
を
加
え
、
同
表

中
同
項
を
九
の
項
と
し
、
十
二
の
項
か
ら
十
四
の
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
一
号
様
式
中

「

を
」

「

に
」

改
め
る
。

第
三
号
様
式
中
「□

健
康
診
断
書

」
の
次
に
「の

写
し

」
を
加
え
、
「□

給
与
額

」
を
「□

給
料
額

」
に

改
め
、
「、

健
康
診
断
書

」
の
次
に
「の

写
し
及
び
給
料
額
算
定
の
基
礎
資
料

」
を
加
え
る
。

第
五
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

大
分
県
報
号
外
（
病
院
局
訓
令
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

一
九
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則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
報
号
外
（
病
院
局
訓
令
）

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

二
〇


